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松本竣介:IものJの美から破壊の美へ
鐸木道剛
( 1 )更地研究
数年前から授業で「更地j を取り上げて考察している。「更地Jとは、売り物
の土地の空き地のこと。ふとその存在に気づくが、更地になる前にはどういう
建物が立っていたのか、一向に思い出せないといったあの空き地である。こう
いうテーマを取り上げると言うと、学生はまず奇異な印象をもっ。しかしこれ
は大真面白な考察のテーマなのであり、しかも西洋文明あるいは近代あるいは
我々の現実生活を支える常に緊急の研究テーマなので、ある。
更地は英語の不動産業の業界用語では、VacantLotあるいはClearedLand for 
New Purposesというらしい。「空っぽな物件Jあるいは「新しい用途のために準
備されたゼロの土地」という意味である。用途を記すところは前向きな意味を
感じる。もちろん欧米にも整地をした空き地はあるだろうが、しかし我々には、
あるいは日本ではと言っていいのだろう、状況が違う。土地を売買する際、更
地にするという習慣がある。更地にせねば売れない、売りにくいという。欧米
では土地付きの古い家屋はそのままで売買される。家屋が気に入らなければ取
り壊すであろうが、しっかりした建築の場合、わざわざ取り壊すまでもない、
内部を改装して使うほうが安上がりなことも多いだろう。また土地の景観のた
めに建築の外観は変えてはならない法律がある場合もある。ましてや庭の樹木
はそのままで土地は売買される。樹木は数十年でかなりの大木になる。改築の
際に邪魔になるので伐採することもあろうが、わざわざ売買のためにすべて根
元から抜いて完全に空っぽな土地にするなどということはない。われわれの日
常の更地は、まさに空っぽの空間である。それは記憶の否定、歴史の否定、そ
れも暴力的な否定と思える。所有者が変わったら建物は建て替えられ、景観は
どんどん変わる。ある程度の年月が経っと記憶のある景観はなくなってしまう。
かろうじて道の湾曲だけが変わらず、過去の名残として残っている。古い家屋
が残っているところもあろう。しかしそれは景気が悪いので、所有者が建て替
えられないだけである。しかしなぜ土地は更地にせねば、売買されないのだろ
うか?
2011年3月 11日の東日本大震災の被災地の再建に関して、 「埋没費用(サ
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ンク ・コスト:sunk cost) Jなる考えがあると経済学者lからきいた。経済学で
は初歩的な観念、であるらしいが、サンク ・コストとは、事業に投下した資金の
うち、事業の撤退 ・縮小を行ったとしても回収できない費用をいう 20 東日本大
震災の津波による破壊後の被災地の再建はサンク ・コストがゼロであるから再
建は容易であるとの議論があるとのことである。これはどういうことであろう
か。既に投下した資金がゼロだから、サンク ・コストに捉われることなく、自
由に再建計画を立てられるということらしい。サンク ・コストがあると、どう
してもそれに捉われて不合理な行動をしてしまうことがあるが、それは避ける
べきであるとの議論である。よく例に挙げられるのが、映画を見ようとチケッ
トを買ったが、それを紛失してしまった場合、もう一度チケットを買うときに、
紛失したチケット代がサンク・コストである。サンク ・コストに捉われてしま
い、 二倍の出費になるから、見ないという行動にでることもある。なかなか終
わりに出来ない恋愛も、サンク ・コストに捉われる行動として説明に使われる
らしい。基本的にサンクコストに捉われることは合理的でなく、捉われるべき
ではないとの議論である。
東日本大震災の被災地の再建に際してサンク・コストがゼロであるとの議論
は、再建するための取り壊しに費用がかかっていず、それは既に更地である。
費用がかからないで更地になったのだから、再建については自由な議論ができ
るとのことである。
確かに、これは更地の論理に似ている。過去の記憶を残さない更地である。
しかしそれでよいだろうか。筆者も一時サンク・コストがゼロとの考え方は、
更地の思想、であり日本的と考えたこともあった。それに対して土地の記憶に捉
われるのは、歴史主義であり、文化財保護の思想、であり、西洋的キリスト教的
と考えた。しかしそうであろうか。逆ではないか。
サンク ・コストがゼロの土地、つまり自由に扱える土地は、記憶がない土地
である。更地は記憶がないが、それは意図的に(暴力的に)記憶を失わせた土
地である。しかしなぜそもそも土地の売買は更地でなければならないのか?
その前提には、土地には命がこもっているという感受性が我々にあるからで
あろうと考える。その感受性は我々の日常に今もあるアニミスティクな感受性
で、道端の地蔵を彫刻と考えることができない感受性である。いまだに我々は
1韓国の高麗大学の金峡根助教授。感謝!
2 http://ja.wikipedia.org/wiki/埋没費用
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哲学教師カール ・レーヴ、イツト (KarlLowith 1897-1973)が戦前に観察した状
態から変わっていない。 i西洋的文明の近代の業績は任意の目的のための単な
る手段ではけっしてなく、多くの人問、多くの民族の全生活と社会生活を規定
するものである。 ・・・ <近代的日本>というのは、[ヨーロッパ人にとって]
それ自身生きた矛盾である。 ・・・[彼らは]二階建ての家に住んでいるような
もので、階下では日本的に考えたり感じたりするし、二階にはプラ トンからハ
イデッガーに至るまでのヨーロッパの学聞が紐に通したように並べてある。そ
して、ヨーロッパ人の教師は、これで二階と階下を行き来する梯子はどこにあ
るのだろうかと、疑問に思うJ30 
事実、我々の日常生活はいまだにアニミスティクな習慣に満ちている。それ
らは単なる儀礼であるといっては済ませられない。意味があるからこそ儀礼と
しても存続しているからである。そういうアニミスティクな感受性については、
岐阜の崇福寺にある室町時代の『付喪神絵巻』の調書の有名な一節がもっとも
よく語っている。つまり「器物百年を経て化して精霊を得て、よく人の心を誼
かす、是を付喪神と号すといへりJ40 iものJには使い手の命が宿るのである。
アニミズムとは、イギリスの人類学者エドワード・パーネッ ト・ タイラー (Sir
Edward Burnett Tylor 1832-1917)が、その著書『原始文化 (Primiti ve Cul ture) ~ 
(1871年)のなかで、 「もの」に命を認める原始的な感受性を指して使ったの
が最初であるが、その際の「命」とは anima(うごく <いのち>)ではなくて
spiri tus (意識)であることはタイラーも記している5。つま りアニミズムとは
「もの」が動く(アニメーション)必要はなく、そこに意識 (spiritus:霊)が
あることを言忍めることである。
「ものJは生きている、動かなくてもよい、意識をもっている。それらは単
なる「もの」扱いはできない。そのまま捨て去ることもできない。供養せねば
ならない、ということで、我々のまわりには様々な供養がある。全国どこにで
も見られるが、最も重要なのは人形供養であろう。和歌山の加太の淡島神社が
神功皇后以来の伝承を持ち、最も重要であるが、 他にも京都では法鏡寺なども
有名で、また仏教寺院でも行われる。そもそもどの神社仏閣でも人形供養は行
3カルル・レーヴ、イツト「ヨーロッパのニヒリズムJ~ヨーロッパのニヒリズム』
筑摩書房、 1974年、 114・ 118 頁(初出『思想~ 1940年)。
4湯本豪一『百鬼夜行絵巻』小学館、 2005年， 53-54頁。
5 Edward Burnett Tylor， Primitive Culture， vol. 1， London， 1929， fifth 
reprinted edition， p. 425. 
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われるし、ますます盛んになっているように思われる。東京渋谷区の明治神宮
では「人形感謝祭」という名称で4万体の人形が供養されたという 60 また、ひ
な流しの行事は兵庫県龍野市におけるように、しばらく途絶えていた祭りが町
おこしのためもあって復活している例も多い。
ほかにも様々な「もの」が供養される。例えば東京上野の不忍池の中央の弁
天島には、たくさんの次のような供養碑がある。ふぐ供養碑、スッポン感謝之
塔、包丁塚、 扇塚、鳥塚、魚塚、めがねの碑、いね塚、また八橋検校顕彰碑の
脇には六段塚があり、空気の振動(これも「ものJか)である琴の曲をも供養
している。
更地にするのは、意識のある「もの」を怖れるからである。その土地の記憶
という言い方のほうが近代的ではあるが、実際はアニミズムの恐怖である。「も
の」は単なる「ものj ではなく、意識があり、生きている。だからそれを無く
する。あるいは『付喪神絵巻』の詞書の言い方を借りるなら、精霊を得るまで
に「もの」を処分する。精霊を得てしまえば、容易に処分はできず、供養せね
ばならないからである。
であるから更地は、所有者が売却するために記憶を抹殺した土地であり、ア
ニミズムの感受性を抑圧して売買に供する土地なのである。それまでの歴史を
知らなければ、それはサンク・コスト・ゼロとして、新しい目的のために準備
された土地として、そこに新たな利用が始まるだろう。
しかし被災地の更地は、決してサンク・コスト・ゼロとして扱える土地では
ない。当事者にとっては記憶の土地であり、ましてや多くの人命が失われた土
地である。そうなると、そこはいわば墓地として記憶の場であり続けるほかは
ない。
被災地の更地は意図的に記憶を抹殺した更地ではない。災害によって見える
形は奪われて何もなく、外見は更地と変わらないが、記憶の満ちた土地である。
土地に記憶などない、土地は「もの」であって、そこに命などない、そして被
災地をサンク・コスト・ゼロと考えるのは、西洋的ないし近代的、あるいは本
質的には魔術的思考を否定し続けるユダヤ・キリスト教的考えである。魔術を
否定し、過去の記憶に捉われず先を考えょとしづ積極的な姿勢は理解できるが、
簡単には割り切れないのが本能的感受性である。それはまずエジプトのアニミ
ズムを否定してエジプトを脱出したユダヤ思想(モーセ)に由来する。~知恵
????
6 2004年 10月 18日付『読売新聞』
の書』に言う。「命のないものに (evYeKρO"LS)望みをかける人々は惨めだ。彼
らは、人の手で造られたものを神々と呼ぶJ(13章 10節)、「何の役にも立たな
いねじ曲がった、節目だらけの木片を注意深く彫って造りあげた木像は、自分
では何もできず、像にすぎないので、魂がない (τωα1VuXω)J (13章 13・17節)、
「愚か者は、魂の欠けた、命のない肖像 (veKρaSetKOVOSε時osanvouv)にあ
こがれるJ(15章 5節)。また『詩編』に次のようにある。これは旧約聖書にお
いて繰り返される言い回しである。 「国々の偶像は金銀にすぎず、人間の手が造
ったもの。口があっても話せず、目があっても見えない。耳があっても聞こえ
ず、鼻があってもかぐことができない。手があってもつかめず、足があっても
歩けず、喉があっても声を出せなし、J(115篇 4-7節)。
そしてそれが根拠となって『出エジプト記』に記された「十戒Jの偶像崇拝
禁止がある。「あなたはし、かなる像も造ってはならない。上は天にあり、下は地
にあり、また地の下の水の中にある、し、かなるものの形も造ってはならない。
あなたはそれらに向かつてひれ伏したり、それらに仕えたりしてはならない」
(20章 4・5節)。それは「十戒Jの第1戒「あなたには、わたしをおいてほかに
神があってはならなしリ (20章 3節)の多神教否定のためである。生き物の形
に似ていない石(ご神体)ですら崇拝の対象となるのだから、具体的な「ものJ
を形造ってしまうと、それに命を認めて拝んでしまうのが、人間の本能である
からである。
しかしキリスト教に由来する歴史主義また文化財保護の思想、は、土地の記憶
に捉われているのではないのか。キリスト教は以上の旧約のアニミズム否定を
前提として受肉を言う。神の「ものJ化である。それによって神の肖像画(イ
コン)が可能となり、 「ものJは神とつながり、 「もの」は聖化された。エイ
レナイオス (Eirenaiosc. 130-c. 200)が「神の子である者が人の子となったの
は、人間が神のことばと混ぜ合わされ、神の子となる恵みを受けて神の子とな
るためで、あったJ7と言い、アタナシオス (AthanasiusAlexandrinus， c. 296-373) 
が「この方(言)が人となられたのは、われわれを神とするためであるJ8と記
し、さらにはマルティン ・ルター (MartinLuther 1483-1546)が神と人との「喜
ばしき交換 (derfrohliche Wechsel) J 9を言う、あの「物質の聖化」である。
7 W異教徒駁論jAdversus Haereses， 111， 19， 1 
8 W言の受肉j54， 3 
9 Martin Luther， Von der Freiheit eines Christenmenschen， Ausgewahlte 
Werke， Zwiter Band， MOnchen， 1983， S. 274. 
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であるから、キリスト教の物質観には二重性がある。 1もの」は単なる被造
物で崇める対象ではないが、受肉ゆえに神と繋がっている。この姿勢をヨハン
ネス ・ダマスケノス (JohannesDamascenus c.680-749)は「プロスキネシス」
つまり相対的崇拝と名付けている。これはラトレイア、つまり神のみへの絶対
的崇拝と区別されて、この世の「もの」に対する姿勢である 10。神の観点、からは
「ものJは無価値である。しかし人間的観点からは、 「ものJによって神に至
ることができ、歴史も文化財も神に至る重要な「ものJである。これがプロス
キネシス(相対的崇拝)の対象としての「ものJである。
キリスト教の物質観は、この二重性によって成り立っている。神に対しては
無(中世的物質観)、人に対しては神に至る道(近代的物質観)である。江戸
時代末期の開国に際して、前近代の我々が驚嘆したのは、この近代の積極的な
物質観で、あった。明治以来の画家たちはその西洋の物質観を学び肉体化する先
頭に立っていたといえよう。松本竣介も留学経験はないが、このモニュメンタ
ルな物質文化に惹かれ、東京の都会でそれを描き続けた画家であった。
( 2 )松本竣介の敗戦体験
松本竣介は「反戦抵抗の画家j として評価されてきた。しかしそうしづ松本
竣介像は既に無効で、あるとは、既に 1991年に宇佐見承が書いている11。それは
土方定ーと朝日晃が松本を取り上げたとき以来の神話であった。松本は戦争画
を描き、息子にも軍人となることを望んで、いた。絵に書き込む年記も皇紀で
12600 SHUNSUKEJ (W都会』大原美術館蔵)、また ISHUNSUKEM 2600J 
(W街にて』下関市立美術館蔵)と記す。松本竣介は、日本は西洋化していると
考えていた。彼には近代の超克などの問題意識はない。「今後、五十年乃至百年
間の中に私達はヨーロッパに遂に頭があがらぬか或は彼をして私達の前に拝脆
せしめるかが決定するのであろうと信じている。私達が食欲にヨーロッパを吸
収するのは彼らを我に混請し克服せんとするからであるJ12と書く。この戦争も
西洋と日本の同じレベルの近代戦で、あった。
しかしそれらは表面的なことかもしれない。彼の芸術が日本的を目指さず、
??
10 St John of Damascus， Three 1}eatises on the Divine Images， Crestwood， 
2003. 
11 W求道の画家 松本竣介 ひたむきの三十六年』中公新書、 3頁。
12松本竣介「生きている画家JW人間風景』中央公論美術出版、 1982年、 240
頁。
戦争に関しても、西洋化 した日本が西洋と互角に戦うと，思っていたで、あろうこ
とは、彼の描く人体にはっきり見て取れる。
実際、彼の描く作品には堂々たる人体を中心においた作品が目立ち [図 11-
むしろ西洋の古典的な人体観と美意識、さらにはナチズムの美意識に近いとこ
ろがある [図2)。西洋の人体観は、まず旧約聖書に由来する。『倉IJ世記』には、
「神は自分のかたち(イコン)に人を創造したJ(第 1章 27節)との一節があ
る。そののち堕罪があって、人体は美の根拠を失うが、新約聖書は受肉 「言は
肉体となり、わたしたちのうちに宿ったJ(Wヨハネによる福音書』第1章 14節)
を根拠に「物質の聖化Jをいう。人体表現もそれとともに復活する。ピザンテ
イン時代のマケド、ニア朝の美術、そして聖フランチェスコ以降のゴシックとル
ネサンスの西欧美術である。
古代ギリシアにおいても人体は美しいものとされてきた。プラ トン (Platon
427・347BC)はソクラテスの口を借りて、「美をさながらにうつした神々しいば
かりの顔だちゃ、肉体の姿J13と言っている。しかしこれも新プラ トン主義にな
ると、同じ美と肉体との関係の構造のなかで強調点が移動する。プロティノス
(Plotinos 205/206-270)は『エンネアデス』のなかで「肉体の美を見ても、決
してこれを追わず、それらはまことの美の似像、痕跡、影にすぎぬことを知り、
これらを避けて似像の本体に向かわねばならなしリと記すに至る14。イデアの世
界の美とこの世での美が繋がっている事態は変わらないが、重きを置くポイン
トがイデアの世界のほうに移動するのである。
最初から松本竣介は西欧的な画家であった。松本竣介が 16歳のときの初期
の詩に「天に続く道jがある。「絵筆をかついで、とぼとぼと、荒野の中をさま
よえば、初めて知った野中に、天に続いた道がある、自分の心に独りごといひ
ながら、私は天に続いた道を行く J15とうたう。天を、永遠を目指しており、そ
こに必ずしも西洋的キリスト教的な感受性を見てとる必要はなく、宮沢賢治と
の共通性から法華経の物質観に近いのかもしれないが、キリス ト教との親和性
はあるような気がする。そしてその描くところは、 10代の郷里での風景画は別
にして、日本の古来の風景ではない。彼が描くのは西洋建築が建て並んだ都会
の東京である。ニコライ堂を好んで描いたことはよく知られている。 他にも描
13 Wノ号イドロスj]251A 
14 Wエンネアデス (Enneades: 6つの9篇集)j)第 l巻 6章8
15 ~岩手日報』昭和 3 年 12 月 17 日
?
?
?
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くのは橋、工場、国会議事堂で、いずれも近代の産物である。佐伯祐三がパリ
から一時帰国した日本で絵が描けないと嘆いて、すぐさまパリに取って返した
ことも思い出す。佐伯祐三が東京滞在中に描いた 『下落合風景』は、油絵とい
う堅牢で重たい画材で、とらえどころのない日本の田舎屋やひょろひょろの電
柱を描く空しさが伝わってくる。帰国中に描いて、なんとか絵になったのは、
大阪肥後橋のやはり堅牢な西洋建築だけであった。一方、ヨーロッパもアメリ
カにも行ったことのなかった松本竣介は、東京の開化の西洋建築を描き続ける。
風景を描いても、そこに土着の空気はない。ジョージ ・グロス (GeorgeGrosz 
1893-1959)に影響を受けた都会風景は西洋と変わらなかった都会の東京である。
むしろ逆に日本の田舎家を描き続けた向井潤古 (1901・95)のほうが対照的な画
家として謎めいてみえる。油彩画で藁葺きの家屋を描き続けるには、その背景
にはっきりとした強し、意志があったに違いない。
しかし堅牢な肉体、堅牢な建築を描き続けてきた松本竣介は東京で空襲を経
験する。油彩画のモチーフとして描き続けてきた横浜の橋も躍災し破壊される
[図3】。その同じ橋を敗戦後すぐの 10月にスケッチし [図41-油彩で描いて
いる [図5]。他にも何点か破壊された東京を描いている [図6、7]。そして
記す。「その下で失われた諸々の、美しい命、愛すべき命に祈ることになしには
口にすべきではないだらう。だが、東京や横浜の、一切の央雑物を焼き払って
しまった直後の街は、極限的な美しさであった。人類と人類が死闘することに
よって描き出された風景であるJ(~残骸東京~ 1946年 2月 1日) 160 
松本は廃嘘になにを見たのであろうか。それはロマン主義的な廃嘘ではない。
遠くまで見通せるほど破壊された焼け跡である。そこになにか聖なるものを感
じとったのではないだろうか。何もない空間に聖性を感じることも、我々の日
常の体験である。原武史は空っぽの皇居前広場を、ロラン ・バルトのいう「空
16同様の文章は、坂口安吾にもある。「けれども私は偉大な破壊を愛していた。
運命に従順な人間の姿は奇妙に美しいものである。麹町のあらゆる邸宅が嘘の
ように消え失せて余;躍をたてており、上品な父と娘がたった一つの赤皮のトラ
ンクをはさんで、濠端の緑草の上に座っている。片側に余;瞳をあげる荘々たる廃
嘘がなければ、平和なピクニックと全く変わるところがなし、o ・ 米人達は終
戦直後の日本人は虚脱し放心していると言ったが、爆撃直後の権災者達の行進
は虚脱や放心と種類の全く違った驚くべき充満と重量をもっ無心で、あり、素直
な運命の子供であった。笑っているのは常に一五六、一六七の娘達であった。
彼女達の笑顔は爽やかだった。J~堕落論~ (1946年)
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虚な中心Jとしての日本論17と合わせて論じるとともに、伊勢神宮の古殿地の聖
性と比較している。古殿地とは 20年の式年遷都ごとに新たにその上に社殿が立
てられるために準備されている土地であり、 20年毎に交代する空き地である。
その中心に社殿があったことを示す「心御柱覆屋(しんのみはしらおおいや)J 
と呼ばれる小屋以外には何もない空間であるl目。
アニミズムゆえに命を削ぎ落した空間。意識の全くない空間には、あるいは
無限の意識がある。人形が優雅なのは意識が全くなし、からとして人形の命を否
定したハインリヒ ・クライストが人形論のなかで、それと比較して神を無限の
意識をもっと措定したことが想起される。神が宿る空間を空虚な空間とする理
由はそこにある。
松本竣介は廃嘘に立って、自分が西洋人ではなかったことに気付いたので、あ
る。これは玉姓田義松のパリでの 1883年の体験と同質のものであると思う 190
その後の松本竣介はもはや堅牢な「ものJは描かない。描けなかったので、あろ
う。彼が描くのはデフォノレメされた人体、息子の絵にも触発されたプリミティ
ヴな形である。それらは、まるでナチズムが否定して見せしめにした退廃芸術
である。
それらは太い、あるいは繊細な黒色の線描を特徴とする作品群である。松本
竣介の絶筆については、様々な解釈がある。絶筆と考えられる作品は3点ある。
いずれも 1948年の 5月25日から開催される第2回美術団体連合展への出品作
で、茶の『建物~ [図9] と『彫刻と女~ [ 図 10 ] を完成し、青の『建物~ [図8] 
を加えて 3点を会場に搬入する当日に体力が尽き、 6月8日に亡くなったとい
う。青しイ建物』はイオニア式のオーダーを示す三角破風の建築の正面を描き、
茶の『建物』は、蓄積窓をとその下に尖頭アーチが続くゴシック建築を描く。『彫
刻と女』は、台の上に置かれた頭部の彫刻を見つめ触れている横向きの女性を
描く。特に『彫刻と女』について、本江邦夫は古代ギリシアの壷絵の白地レキ
ュトスに描かれた女性像と並べて、白地レキュトスが死者の墓前に供されるも
のとの連想から、死のヴィ ジョンであると書いており 20、また水沢勉は、この『彫
17 ロラン ・バルト『表徴の帝国』ちくま学芸文庫、 1996年。原著 L'empiredes 
signesは2007年刊行。
18原武史『皇居前広場』ちくま学芸文庫、 2007年、 228頁。
19拙稿「五姓田義松の<天菓の才>と高橋由ーの<ーの趣味>J W岡山大学芸術
学研究』第5号 (1998年 7月 30日)、 75-103頁。
20本江邦夫「松本竣介ー透明な壁JW松本竣介』展カタログ、東京国立近代美術
? ?
刻と女』に描かれている頭部の彫刻が「自刻像Jではないかという思いを拭い
去ることができないとし、その少女は廃櫨を目の当たりにし彫像となって押し
黙っている愚かな「わたしJを慰撫しているのではないか、と書く 210
これは、既に記した我々の松本竣介解釈によれば、敗戦によって松本竣介か
ら失われてしまった西洋への憧れの表現なのである。古代ギリシアのオーダー
にしろ、中世ゴシックの大聖堂にしろ、松本の憧れる西洋の最も重要なモニユ
メントである。
また彫刻こそ、もっとも偶像(アイド、ル)に成り易いメディアであり、旧約
聖書以来、「もの」に生命が宿ることを否定し続けてきた西洋の文化の重要な論
点であった。芸術の成立したビザンティン時代において彫刻作品の制作が避け
られてきたのも、それが偶像になる可能性が最も高かったからである。影がで
きる立体像は生きていると思えてしまう。つまりアイドルになってしまうので
ある。魔術的なメディアである彫像の魔術を否定し、いかに生きているように
見えようとも感じようとも、それは単なる「もの」、神によって作られた被造物
であるとするのが旧約聖書であり、西洋の芸術は、この物質観に基礎付けられ
ている。
松本の絶筆はいずれも彼の最後の西洋への憧れである。敗戦によって彼は、
日本は西洋ではないことを思い知った。しかし彼は最後にやはり彼の最初から
の夢を描く 。そして胸像を前にした女性は、人間の立体像というもっとも偶像
性の強し、(偶像になり得る可能性の大きい、生きていると思う可能性の大きし、)
彫像の魔術を否定して、「もの」としての西洋美術を前にしている。その女性こ
そ彼の自画像である。旧約以来のアニミズム否定によって成立した芸術、それ
は遥か彼方のエジプトを脱出したユダヤが舞台であり、モーセに与えられた啓
示が出発であった。そのエジプ トのユダヤ人モーセに淵源し、キリスト教で成
立した「芸術」の観念を最もよく表す彫像に慈しむように触れている。結局は
松本には縁遠かった美術、憧れの美術である。西洋でない以上、プリミティヴ
イズムで行くしかない。その絶望が彼の命を蝕んだ。
館ほか、 1986年、 21・22頁。
21水沢勉「廃嘘に立っている一松本竣介の 1940年代Jr生誕 100年松本竣介』
展カタログ、世田谷美術館ほか、 2012年、 284頁。
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